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１．概要（Summary） 

小径モータに適用するための超小型光学式エンコーダ

を実現するための構成要素の一部として、透過型回折格

子および反射ミラーを含む複合光学素子の作製を試み

た。 

その結果、ミラー部分の反射率は 53.8 %を、回折格子

部分の回折効率は、一次回折光において約 6 %を得た。 

 

２．実験（Experimental） 

作製を試みた素子の構造を Fig. 1 に示す。素子の作

製においては、回折格子用のマスクと反射鏡を兼ねる構

造とした。 

作製に当たってはスパッタ装置およびパターンジェネレ

ータ、露光装置一式、RIE 装置、エッチングチャンバー等

を使用し、作製した素子の形状を、デジタル顕微鏡を用

いて観察、段差計を使用して回折格子形状の測定を試

みた。 

特に、回折格子部分については、レーザ描画装置を使用

して直接描画により回折格子パターンの形成を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 2 に作製した素子の回折格子部分を示す。直接

描画により、良好な形状の回折格子を得た。 

Fig. 3 にはこのような回折格子の断面プロファイルを

示す。回折格子部分の溝深さは 1.5 m とした。このとき、

本回折格子の格子ピッチは 2.4 m であった。 

また、この素子を利用する光学系の光源波長は 980 

nm である。この光源波長において、回折格子の入射光

に対する 1 次光の回折効率は、+1 次において 6.5 %、-1

次において 6.3 %であった。 

 また、反射部の反射率は 53.8 %を得た。 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

素子の検討及び作製に当たり、ひとかたならぬお力添

えをいただいた戸津 健太郎先生をはじめとする東北大

学マイクロシステム融合研究開発センターの皆様に心より

お礼申し上げます。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

Fig. 3 Profile of diffraction grating. 

Fig. 1 Structure of complex-optical component. 
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Fig. 2 Diffraction grating of complex-optical component. 


